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マット運動における課題 

○ できる・できないがはっきりしているため、苦手意識をもっている児童が多い。 

○ 練習が同じ運動の繰り返しになってしまう。 

○ 柔軟性や自分の体重を支える筋力に欠け、思うような動きができない。  

○ 抵抗なく、安心してマット運動に取り組むことができるように、二人組の体ほぐし

の運動を導入に取り入れた。また、準備運動にも二人組のストレッチ運動を取り入れ、

友達との触れ合いを大切にした。 

具体的な取組 

 

○  め あ て を も っ て 運 動 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う に 、 技 の ポ イ ン ト を 三 つ に 絞 っ

た。また、自分の課題をはっきりできるように、ジムキャプチャを使い、友達から受

けた指摘を確認したり、自分の動きを自分自身で確認したりした。 

○ できる喜びがたくさん味わえるように、それぞれの課題に合ったスモールステップ

の場を設定した。 

研修のまとめ 

課題にあったスモールステップの場課題を見付ける体ほぐしの運動 

 
ジ ム キ ャ プ チ ャ は 、 Ｗ ｅ ｂ カ メ ラ と パ ソ コ ン を 使 い 撮 影 し た 映 像 を 、 そ の 場 で 遅

れ 再 生 す る こ と が で き る ソ フ ト で す 。 そ れ は 、 児 童 が 操 作 を す る こ と な く 、 任 意 の

時 間 だ け 遅 れ て 自 分 の 映 像 を 見 る こ と が で き ま す 。  

ジ ム キ ャ プ チ ャ  

○ 導入に体ほぐしの運動を取り入れたことで、柔軟性を高めたり、マット運動に対す

る苦手意識を和らげたりすることができ、意欲的にマット運動に取り組めるようにな

った。 

○  技 の ポ イ ン ト や 自 分 の 動 き を 確 認 す る 場 面 に 示 範 の Ｄ Ｖ Ｄ や ジ ム キ ャ プ チ ャ を 取

り入れたことで、自分自身の動きを知ることができ、学習意欲や技能の向上につなが

った。 
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